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秋田県柔道連盟 会長

佐 藤 信 英

第51回全県選抜加藤杯争奪柔道大会が、男鹿市総合体育館を会場に盛大に開催され

ますことを、心からお祝い申し上げます。

本大会は、長年にわた り秋田県柔道連盟副会長 として柔道の振興と人材育成にご尽

力された、故加藤義孝先生が創設された、歴史と伝統ある大会です。先生は、柔道の

さらなる普及と振興、そして次代を担う青少年の健全育成を願われてお りました。そ

の思いのもと、柔道を学ぶ小 。中・高校生が一堂に会し、世代を超えた交流や競技を

通 じて、それぞれの成長を実感できる貴重な場 となっています。今や本県柔道の発展

を支える、欠かせない行事の一つとなってお ります。

昨今、少子化や競技人口の減少により、柔道を取 り巻 く環境は決して楽観できませ

ん。しかし、このような大会で、多 くの子どもたちが柔道を
「楽 しい」「またや りた

い」と感 じる機会をつ くることこそが、普及と振興の第一歩です。地域で支え合い、

競い合い、励まし合う中で、柔道を続ける喜びゃ意義を見いだして くれることを心よ

り期待しております。

さて、本年度から国際柔道連盟の審判規定 (ルール)が改正されたことに伴い、本

大会のルールも全面的に見直されました。主な変更点として
「有効」が復活 し、「一

本」「技あり」「有効」の三段階評価が導入されました。これにより、よりきめ細やか

な技術判定が可能となり、試合展開に幅が生まれます。加えて、寝技における
「押さ

え込み」の時間基準が見直され、一本・技あり・有効の判定時間がそれぞれ見直され

ました。さらに反則技の範囲ゃ基準 も再検討され、安全性の向上と競技の魅力を高め

る改正が行われました。これらの変更は、選手の技術向上と観客の理解促進に大きく

寄与するものと期待されます。

選手の皆さんには、新 しいルールのもと、持てる力を存分に発揮し、観客を魅了す

る熱戦を繰 り広げていただきたいと思います。勝敗だけでなく、全力で戦う姿勢を相

手を敬う心こそが、柔道の本質である
「精力善用」「自他共栄」の精神を体現するもの

と信じております。

最後に、今大会の開催にあたり、ご尽力 くださいました加藤道場、男鹿
。南秋・潟

上柔道連盟をはじめ、関係各位のご尽力深 く感謝申し上げます。選手の皆さんの健闘

と、熱気あふれる好試合を期待し、ご挨拶といたします。
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